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(1)序 論
1980年 代初頭か ら、多 くの国で、 日本に関するあらゆることが人々の関心を集 め、注 目を
浴びるようになった。 これは、「日本ブーム」 という言葉で広 く.知られている。 この 「日本
ブーム」 によって、インドネシアでは、インスタン ト・ラーメンのような安価な食品の製造
から、高性能 の生産手段 に至る様々な分野 まで、多 くの人が日本の影響に興味 を持つ という
現象がおきている。
「日本ブーム」現象 は、日本の科学や芸術の研究 といったアカデミックな分野でもめざまし
い。例えば、日本の言語 ・政治 ・経済 ・文学 ・文化 ・経営 ・生け花 ・結婚式 ・料理 といった
ことが らに、多 くの人々の関心が集 まっているのである。マスメディアの世界 をみると、電
波や活字メディアも、 日本の紹介やニュースをた くさん報道している。ジャカルタにある58
の日本食 レス トランは、在留邦人 と同じくらいの数の中流のイン ドネシア人で賑わっている
ということを見て も、今 日どれほど 「日本ブーム」が広がっているかがわかるだろう。
現在で は日本語を理解 し話せるインドネシア人 は、約3万5000人 くらいいると思われる。
日本語は、約130の 高等学校で第二外国語 として教 えられているし、9つ の高等教育機関、
7つ の 日本語専門学校、4つ の研究所で、 日本研究が行われている。
この 「日本ブーム」 は、第二次世界大戦後 の日本 とインドネシアの関係の改善 と平行 し




日本 とインドネシアの関係が改善 されたことにより、 日本経済の急速な発展 ともあいまっ
て、多数のインドネシア人が日本に強い関心 をもつようになった。
1958年 、Melati-Sakura財 団によって、〈日本文化学院〉がジャカルタに創設された。 こ
の財団は、インドネシア と日本の関係 を促進 したい と願 う人々によって設立されたものであ
る。 日本文化学院で教 えられた主な学科は、 日本語 と日本文化入門であった。 日本大使館が
この財団を後援 していた。
この時期、4つ の国立大学に日本語 ・日本文化学科が創設 されたことによって、 日本語 ・
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日本文 化研 究 の研 究体制 が 改善 され たので ある。4つ の国立大 学 とは、IKIPManado、 バ
ン ドンのパ ジャジ ャラン大学 、IKIPBandung、 ジャカル タのイ ン ドネ シア大学 で、後 の3
校 は、 イ ン ドネ シア に43校 あ る高等教育機 関 の うちの最 も重要 な10校 に名 を連 ねて いる0時
をおな じ くして、財 団や個人 によって、 中学校.レベ ルの 日本語学校 もい くつか創設 された。
1959年 、H.IwaKusumaSumantri教授 の主導で、バ ン ドンにAkademiPendidikanAhli
BahasaAsing(APABA)が創設 された。APABAに は、英語 ・ロシア語 ・中国語 ・日本語
の4つ の コー スがあ り、 パジ ャジャラ ン大 学 に付属 して いる。IKIPManadoの 日本語 学科
(JapaneseLanguageDepartment)は、 日本語 を教 えてい る国立 の高等 教育機 関 のな かで
もっ とも古 い とい ってい いだ ろ う。 この学 科 は、 「第二 外 国語 は、 アジ アの言語 を必修 とす
る」 とい う高等 学校 のカ リキ ュラムの改編 に ともな って創設 され た。 日本語 は、高等 学校 で
学 習す る外国語 に選 ばれたので ある。
1963年 、パ ジャジャラ ン大学文学部 に、 日本語 ・日本文学 科(DepartmentforJapanese
LiteratureandLanguage)が創 設 され た。APABAの 学生 は、 この新 しい学科 に編 入 され
た。1965年IKIPBandungに、 日本語学 科が創設 され た。 これ は、今 日で は、Program
PendidikanBahasaJepangと呼 ばれて いる。 創設者 のほ とん どは、 パ ジャジャラ ン大学 の
教 師で あった。1967年 、FakultasSastraUniversitasIndonesiaで、 はじめて 日本 研究 が開
始 された。 ジャカルタの 日本大使館 を通 じて 日本政府が イニ シチアブ をと り、準備 に半年 か
けられ た。
1960年 代 に 創設 され た 日本 語 学 校 は、他 に、 バ ン ド ンのAkademiBahasaAsing
(ABA)、Yapari(1963年)、ジャカル タのAkademiBahasaAsing(1964年)、ジャカル タ
のAkademiBahasadanKebudayaanJepang(ABKJ1965年)であ る。60年 代 はイ ン ドネ
シアで 日本 語 と日本 文化が教 えられ るよ うになってか ら日が浅 く、み るべ き論 文 は書 かれて
い ないが 、学生 たちの努力 は認 めて もいいか もしれ ない。 この時期 に学 んだ先駆 者 たちが、
しか るべ き学校 で重 要 な地位 につ き、 イ ン ドネシア にお ける 日本研 究 を発展 させ るため に学
問的 な業績 をあげ るこ とを望 みた い。
イ70年 代 と80年 代の 日本研 究
1970年 代 か ら1980年 代 にか けて も、 日本語教育機 関 は次 々 と創設 された。1978年 には、 イ
シ ドネ シア大学 文学部 に 日本 語学士 のデ ィプロマが与 え られ る日本語学科(JapaneseLan-
guageDiplomaProgram)がで きた。 この学位 を とるため には、3年 間の在籍 が必 要 であ
り、 主だ った教 師 は 日本文 学研究学科(JapaneseLiteratureStudiesProgram)の講 師 であ
る。学 科開設 時 には定員30人 で あったが、1983年 か らは2ク ラス編成 にな り、毎 年60人 の学
生 が入学 してい る。
メダ ンのスマ トラ ・ウ タラ大学文 学部 に も、 日本語 デ ィプ ロマ学科(JapaneseLanguage
DiplomaProgram)が創 設 され た。1981年 に は、IKIPSurabayaに、 日本 語教 育 学 科
(JapaneseLanguageEducationProgram)が創設 された。1984年 に は、前筑 波大学客 員教
授 のDr.ArifinBayを 所長 に して、UniversitasNasionalに 日本セ ンター(JapaneseCen-
ter)と 日本語学 科が発足 した。
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1986年7月6日 、PERSADA(日 本元 留学協会)の 会員 たち によ って、DarmaPersada
University(UNSADA)が創設 さ れ た。 こ の大 学 は、PERSADAの 会 長 を総 裁 とす る
PERSADA付 属 の財 団YayasanMelatiSakuraによって運 営 されてい る。 この大 学 は3つ
の学部か らな り、文学部 に は日本研究科(JapaneseStudiesProgram)がある。
これ らの他 に、バ ン ドンに、LembagaBahasadanKebudayaanJepang(日本 語 ・ 本
文化 セ ンター)、 メダ ンにAkademiBahasaAsingPerguruanTinggiSwadayaとYayasan
HinoIndonesia、 ジャカル タにAkademiBahasadanKebudayaanJepang、エバ グ リー ン
日本 語 コース、 日本文化 セ ンター の各 コー ス、東 京 日本語学 院、 ジ ョグ ジャカル タに ジ ョグ
ジ ャカル タ 日本 文化学院 がで きた。
ス ラバ ヤに は、 日本領事館運 営 の 日本語 コースがあ る。UjingBanjangのUniversitas
Hasanuddinで は、副専攻 科 目で 日本語 が教 え られ てい る。 カ リマ ンタンのUniversitas
Mulawarmanや ボ ゴール農科大 学で も、 日本語 が教 え られて い る。 ジャカル タの私立大 学
で、 ホテル と観光 事業 を専 門に して いるUniversitasTrisakiで も日本 語が教 え られて い る。
1983年 か ら、観光 事業振興 とい う実用 的な 目的 でSahidHotelandTourismAkademyでも
日本語 が教 え られて いる。
イ ン ドネシア におい て 日本語 への関心 が高 まるにつれ、1987年 には、バ ン ドンのパ ジ ャジ
ャラ ン大 学 に、 イ ン ドネシア大学 文学部 と同様 の3年 履修 の 日本 語学科が で きた。 それ と同
時 に、 パ ジャジ ャラン大学 に は、 日本語研 究セ ンター もつ くられた。
1988年 、 ジ ョグ ジャカル タのガ ジャマダ大学 に、 日本語 ・日本 文学学科 と日本 文化研究 セ
ンターがつ くられた。様々 な分野 でイ ン ドネ シア と日本 の関係 が増大 していった こ とに引 っ
張 られる よ うに、 日本 に関 する教 育 ・研究機 関が急速 に増 えてい ったので あ る。
詳細 は下記参照 の こ と。
IKetutSurajaya"JapaneseStudiesintheRepublicofIndonesia"inJapaneseStudiesin
SoutheastAsia,DirectorySeriesXI(TheJapanFoundation,Tokyo,1987)
(3)イ ン ドネシア大学 日本学科 における卒業論文のテーマ
イン ドネシアの大学の日本語学科には、 まだ修士課程や博士課程がない(注:イ ンドネシ
ア大学 には修士課程が1990年 にできた)。従 って、S1(Sarjana)レ ベルの論文 は、イン ド
ネシアにおける日本研究の到達度の指標には成 り得ない。それにもかかわ らず、論文 のタイ
トルを見 るか ぎりでは、それ らの研究は、修士あるいは博士課程 レベルでさらに研究したい
と願 う学生にとって、独創的で将来の発展のもととなる研究 と思われる。以下に学生 たちが
選んだ卒業論文のテーマをい くつかあげて、実例を示 したい。
ア 日本語 ・言語学
イン ドネシア大学 日本語学科 は、1973年 に、最初の卒業生 を送 り出した。それ以来今 日
(1989)ま で卒業論文テーマに言語 ・言語学をとりあげた学生は、15人 しかいない。以下に
例 をあげる。
「助詞 『の』『て』」「動詞 『する』」「『どれ』 『どこ』 『あちら』のインドネシア語への翻訳」
51
厂れる ・られ る」「動詞 『いく』 と 『くる』」「助詞 『は』 『が』」厂日本語の受動態」「複数形」
「『 ら』『 ば』『 なら』」「『一て*い る』 『一て*い た』」「漢字の研究」
概 してこれ らの論文は、インドネシア語 との比較研究である。学生たちは、言語学の基本
理論を使 って はいるが、テーマを深 く掘 り下 げているとはいえない。
イ 日本文学
日本文学研究 は、作品研究 も作家研究 も行われてはいるが、紹介 にとどまってお り、文学
論を展開するレベルには至っていない。以下 に、例をあげる。
厂島崎藤村 『破戒』」「人形浄瑠璃」「夏目漱石 『こころ』」「芥川龍之介 『鼻』」「万葉集」厂木
下順二 『夕鶴』」「伊藤左千夫 『野菊の墓』」「夏目漱石 『三四郎』」「有島武郎 『生まれ出つる












かったことは、非常に興味 をそそる事柄である。 したがって卒論のテーマは、以下の例 のよ
うな傾向のものが多い。











日本 の関係 は増加 したが、それによって相互の文化的理解が深 まった ことにはならなかっ
た。 日本経済の不振によってインドネシアが被 った影響の結果、1970年 代にはインドネシア
と日本の関係が悪化 し、反日感情の昂まりは、1974年1月 に頂点に達 した。他の東南アジァ
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諸国でも同様 の現象がおきた。 この悲しい経験が、多 くのイン ドネシア人に日本文化 を真剣
に学ぶ必要性 を痛感 させた。そして、学生たちが以下に挙 げるような日本文化 に関す るテー
マを選ぶ結果になったのである。
「日本文化の特徴」「祭 りの意味」「沖縄の民話」「切腹 の文化的背景」「仏教の世俗化」「祖
先崇拝 の概念」「日本人 とユダヤ人」「武士道」「無常観」「神道」「実学」「不動」「日本 の婚
姻制度」
これ らのテーマは、 日本人の特徴 と日本文化の価値を具体的に説明することに成功 してい
る。
オ 社会問題





日本の現代の社会問題 は、明治時代や江戸時代の社会問題 より興味 をひかれるテーマであ
る。今のところ、現代以外 を扱った論文は、「江戸時代の士 ・農 ・工 ・商の身分制度に基礎
を置 く日本の社会構造」ただ1つ である。
以上は、S1(学 士)レ ベルの論文の特徴 を手短に述べた ものである。S2(修 士)レ ベル
や、S3(博 士)レ ベルの研究は、 まだ非常 に少ない。現在、イン ドネシアにおいて日本研
究の修士号 を持つ ものは14人、博士号 を持 つものは3人 である。Dr.LiTekTjengは 外交問
題、Dr.KetutSurajayaは 歴史、Dr.SitiDahsiarAnwarは 文化についての研究を行ってい
る。 この数 は、日本やアメ リカ合衆国に留学 している者が研究を終える5年 後には、増 える
であろう。
(4)研 究 とその問題点
「日本ブーム」がイン ドネシア中に広 まったにもかかわ らず、科学的な日本研究は、それに
歩調 を合わせては発展 しなかった。 これにはいくつかの理由が考えられる。 まず第1に は、
インドネシアにおける日本の専門家の不足である。インドネシアの高等教育機関には、全部
で少な くとも70人 の日本研究 と日本語の教師がいるが、 これらの教師たちは、主に日本語教
育に携わっている。彼等 は語学教育に忙 しく、自身の個人研究あるいは共同研究を行 うため
の十分な時間が取れない。
第2に は、インドネシアの大学における研究費 の不足である。そのために、研究費予算
は、優先順位 にしたがって分配され る。 日本研究 は、優先順位が非常に低い。日本研究が行
われる場合 も、イン ドネシア と日本の共同出資で予算の得 られる経済や工業技術 に関係 した
ものにな りがちである。


















































































この ことは、特に経済学 ・政治学 ・社会学 ・国
際関係学 ・人類学の専門家についていえる。
上記の第2の 理由から、バン ドンのパジャジ
ャラン大学 日本語研 究セ ンターや、Univer-
sitasNasional・ インドネシア大学、ガジャマ
ダ大学の各 日本研究センターは、日本 のより一
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者 は、確実 に増 えている。1987年 には1281人 だ
った申込者が、1988年 には1663人 になってい
る。受験者 は、1116人 か ら1402人 に増 えてい る。申込者 は、ジ ャカル タで614人(460)





受験 しなかったとすると、1988年 に推定される日本語学習者の数 は、約3300人 である。イン
ドネシア大学 日本語学科の300人 の学生のうち、1988年 には約50%に あたる155人 が この日本.
語能力試験を受験 している。
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現在イン ドネシアの教育機関には70人 の日本語教師がいるが、それ とは別 に、最近 日本語
学科の卒業生のなかに高等教育機関の教員 に興味を持つ ものが増えて きた。今後教員が増え
るとすると、しかるべ き時期 にはイン ドネシアの日本研究所が増え、 日本 に関する研究 も盛
んになると考 えられる。
現在イン ドネシアは就職難であるにもかかわ らず、 日本語学科の卒業生 は、SO(Diploma)
レベルであろうとS1(Sarjana)レ ベルであろうと、就職先に苦労 しない状況である。 う
まくいけば、競争が激化する風潮のインドネシア社会 において、今後人々の関心 はよりいっ
そう日本研究 に集まるであろう。
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